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体曲けをる□は回転 跳躍 姿勢 捻転 歩・走 座運動 そび也運動
A ―①  1 1 2 2 1 
② 1 1 1 1 
③ 1 4 1 
④ 1 2 2 1 1 
⑤ 3 1 
⑥ 1 1 
⑦ 3 1 
⑧ 1 1 1 1 1 
合計 1 4 1 6 11 7 1 3 4 1 
B —① 1 3 1 
② 1 2 2 
③ 2 2 1 
④ 1 2 
⑤ 2 1 1 
⑥ 1 2 
⑦ 1 
⑧ 1 
⑨ 1 1 
⑩ 1 1 1 
⑪ 1 1 1 1 





つ ＜ 保 持 左 手 その他
小 中 大 体 床
① 2 2 3 
作
② ` 1 1 
③ 1 1 1 1 1 
④ 1 3 2 
品
⑤ 1 1 1 
⑥ 3 1 
A 
⑦ 4 1 3 1 
⑧ 1 3 1 
2 2 2 
合計 4 10 6 ， 4 2 
6 
① 1 2 1 
② 2 1 1 3 1 
作 ③ 2 1 1 1 
④ 2 1 1 
⑤ 1 1 3 1 1 
品 ⑥ 1 1 1 
⑦ 2 1 1 
⑧ 2 1 1 
B ⑨ 1 1 2 
1 
⑩ 1 1 1 1 1 
⑪ 1 1 
4 3 6 
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新体操の個人競技の構成について 53 
















は難度としてとりあげられる。その内， 「ころがし」をともなったものが 5コ， 「跳躍」をと
もなったものが 4コ， 「投げ」と「体を曲げる動作」をともなったものが 1コである。傾向と
して，動きから自然に出る難度といえるものが多いようである。
全体の流れを見てみよう。 1フレーズ (Aは①～⑧， Bは①～⑪の一つ一つのこと）ごとに，
移動のある動きを a,多少移動のある動きを a'，移動のない動きを bとして示すと， Aは， a
-b -b -b -b -b -b -bとなり，ほとんどが移動をともなっている。対して Bは， a-
b -b -a1-a'-b -aI-a'-b -b -b と，変化に富んでいる。又，演技者としてどの部
分を強く見せようとするか，見せ場となるところを常に意識していなければ，見ているものの
感動はない。そこで運動の強弱（跳躍などは強，歩や波動などは弱）をPercentageで表わし，
重ねて，自分なりに，見せ場としているところをグラフに表わした。
グラフからわかることは， Aにおいては，後半のリズム変化が運動的にも強くもりあがり，
又，見せ場としていること。そして，最初の入りも強く印象づけようとしている。リズム変化
がAもBも後半にあり，ラストに結びつけているのは共通しているものである。 Bにおいては，
導入は軽快に，そしてすぐに跳躍を連続し，まず一度盛りあげてから一息つくという感じをと
ることができる。又，いくつかの見せ場があるが，特に⑦の運動は弱であるにもかかわらず，
この作品の中でも，もっとも見せたい部分であった。
まとめ
今回の作品の場合，運動分析をする以前に，演技者として，動きの違いというものを強く感
じていたわけであるが，この分析によって，細かい部分の相違点を知ることができた。まず，
構成する段階で， Aはコーチにたよって構成された部分が多かったことに対し， Bは作品Aを
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大きな試合で終えて，そのイメージをすて，自分なりに構成したということ。 Aの段階では，
まだ自分の動きというものが確立されていなかったが，それからの練習過程において，徐々に
自分の動きというものを確立し，理解して， Bではいかに自分の動きを表現できるか，その点
を多く考慮して構成されていた。
参考のために， Aの作品は，第 8回新体操世界選手権大会最終予選で'9.70,世界選手権大会
で9.00,その年の全日本で9.70。
作品Bは， 53年の全日本で9.65,54年4月の第 9回新体操世界選手権大会最終予選で9.65と
いう得点であった。
個人競技の構成も，年々変わりつつあるが，日本の特色である「流れるような動き」という
ものを常に頭におき，構成していきたいものである。
